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地域とあなたと私を結ぶ定期便 

11月号 

２０２６年 

今年も 10月 4日に静岡県ピア交流会が静岡県庁別館

20 階で開催されました。「今年も」、というのは、毎年

10 月の第 1 日曜日に行われるからです。静岡県の事業

になってから 6回目です。年々参加者が増え、今回は 80

名を超える参加者が集まりました。 

どのグループも大変盛り上がり、笑い声もよく聞こえ、

楽しい雰囲気に包まれました。新しい出会いもたくさん

ありました。最後は恒例のコール＆レスポンス、「ピアっ

たかい？」コールの後、「ピアったよー！」のレスポンス

で会場が一つになりました。 

 来年は、更に広い会場が必要かもしれません。ピアの

つながりも、更に広がるといいと思います。 

 

県内の各圏域でのピア活動について 

紹介されていました。県内全域で様々な活動が 

展開されていることがわかりました。 

ピアサポートへの関心の高まりを感じます☆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

 まごころでは今年も、赤い羽根共同募金活動に参

加しました。一昨年まごころでは赤い羽根共同募金

より助成をいただき、送迎車を購入しました。 

今年も昨年同様まごころから近いスーパーカド

イケ様の店先にて利用者と職員で募金活動を行い

ました。今回も多くの方の寄付を頂きました。募金

して下さった方からは「頑張ってください」等声を

かけて頂き、それが利用者、職員の励みとなりまし

た。 

かのん 

10/12（月・祝）に『ふくＳｅｅ・ぬまづ福祉ま

つり』がキラメッセ沼津にて開催されました。今

年はフランクフルトやミニカレー、エビピラフ等

を販売したほか、ボール投げゲームも行いました。 

ちなみに、フランクフルトは従来の物よりジュー

シーなものに変更し、練りからしではなく粒マス

タードを添えました。おかげさまで多くの方にご

来店いただき、参加したメンバーさんたちも張り

切って接客を行いました。 

 

毎年 10月は各地域で秋祭りや福祉イベントが開

催されます。今年も、10/3(土)に「伊豆市社会福祉

大会」、10/17(土)に「伊豆の国市ふれあい広場」が

開催され、パン販売で参加しました。両日とも晴天

に恵まれ、また多くの来場者で大盛況。 

ありがたいことに、ゆめワークの出店ブースは常

に長蛇の列で、あっと言う間に完売となりました。

地域の皆様、いつも、ゆめワークのパンを楽しみに

してくださり、本当にありがとうございます。 

 

ゆめワーク 

子宝草と縫製品も 

販売しました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/6（火）令和 8年度入院者訪問支援事業実務者会議に参

加しました。各市町、精神科病院、訪問支援者などが集ま

り現状の共有と意見交換を行いました。今年度から対象者

が拡大しましたがなかなか有効に活用されているとは言え

ない状況です。長期で入院されている方などの「声なき声」

を拾い上げ、より広く活用されるため私たち一人一人が関

心を持っていくことも大切だと感じました。 

りりぶ 

10/14（水）静岡保護観察所の社会復帰調整官栗田氏を

お招きし、医療観察法についてお話いただきました。 

法律の成り立ちから、どんな方が対象となるのか、地

域処遇における課題は何か等、栗田氏の長年の経験を

ふまえた実践に即した内容でした。医療観察法による

関わりの終了後も、安定した生活を送っていただける

よう、「私たちに出来ることは何か」を改めて考える機

会となりました。 

10/13(火)第 4回目となる「社会参加しゃべり場」(フリ

ートークの会)を開催しました。テーマの設定「社会と

は？」や「長く働き続けるには？」から司会進行まで、

利用者さんが担当してくださいました。 

「いろいろな意見がきけて良かった」「皆さんとお話が

できてためになりました」「人間関係は難しい…」等の

感想が聞かれました。 

グループホーム 

10/1（木）令和 8年度生活困窮者自立支援ネットワーク会議に参加しました。 

会議では、三島市生活支援センターが実施する生活困窮者自立支援事業、就

労準備支援事業、家計改善支援事業の現状や事前アンケートの結果、生活困

窮者支援における社会福祉協議会の相談の考え方や支援ツールについて説

明を受けました。 

各事業の役割や関係機関との連携について理解を深める機会となりました。 

ひまり 

なかせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今号では各事業所で販売会や交流会、研修などを通じて、いろいろなネットワークの広がりが

見られました。「顔の見える関係」はお互いの安心感につながります、今後もどんどん広がっ

ていくといいなと思います。                     ふくむすび編集部 

なかせの利用者さん

Aさんの自作の応援

グッズです。 

推しへの愛が 

感じられますね♡ 

手作り推し活グッズ 

（Aさんより） 

このうちわを持っ

てライブに行きま

した。これからも

推し続けます！ 


